
 

 

 

 

 

   

 

 

◇第１回企業向け見学会 
５月２０日（水）に、企業向け見学会を行い、生徒の就業

体験の受け入れ企業や、就労応援団とやま登録企業など３４

の企業と１つの関係機関から５１名の参加がありました。 

学校概要の説明、教科学習や作業学習の見学の後、３つの

グループに分かれて学校や生徒についての質問や各事業所

の現状など意見交換を行いました。小グループだったことも

あり、就業体験を受け入れる際の留意点など活発な意見交換

が行われました。 

 

◇第１回就労支援ネットワーク構築委員会 
企業、学校（保護者を含む）、関係機関等の関係者が連携を深めることで、キャリア教育・就労支

援の充実を図ることを目標とする就労支援ネットワーク構築委員会が、６月１１日（木）にありま

した。本校の進路指導についての説明、協議と続き、それぞれの立場からの様々な意見がありまし

た。その一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回頂いた意見を参考に、学校での指導に活かしていきたいと思います。 

富山県立高岡高等支援学校進路指導部 

       令和８年７月１９日発行 

 

 

保護者   ：今回、先生や企業の方にたくさん関わってもらっていることを初めて知った。このよ

うな場で自立に向けて企業と話し合える場があることで安心した。 

スズキ部品 ：健常者、障害者関係なく、健康で安全に仕事をして安心して帰るためにどう関わるか

が、企業の務めだと考えている。相談したくてもできないことも考えられるため、雑

談の中で相談できる雑相（ざっそう）活動を５～６人のグループで１回５分程度設定

している。 

コマツ製作所：今回も２人の体験生を受け入れている。会社の中で BCC（ビジネスクリエーション

センタ）の認知度が上がり、任されることも増えてきた。現場で即戦力になっている

ので、そこの社員は違う場所で活躍できる。現場では、いろんな仕事ができる「多能

工化」を進めているが期待に応えてもらっている。 

支援センター：お子さんの様子を見ていて、いつもと違うと思ったら、会社や学校に相談してほし

い。報連相は家庭でも大事で、状況が悪化する前に改善できるようにできればよい。 

保護者   ：働いてからどこに相談したらよいのか？ 

学校    ：学校では３年間のアフターケアをしているので、まずは学校に伝えてほしい。内容に

よっては会社に連絡をしたり、関係機関につないだりすることができる。 

ハローワーク：卒業後にハローワークに来ても、関りがない場合本人の様子が分からないため、アフ

ターケアの状況をハローワークにも共有してほしい。 

学校    ：今回話題となった雑相や選択できる機会を大切にして成長を支えたい。一人一人が生

き生きと就労生活が送れるよう、アフターケアについても、学校に来た時に簡単なア

ンケートで状況を確認している。切れ目のない支援をするために連携して進めてい

きたい。 



◇１年 校内就業体験を終えて 

１学年は、６月８日（月）から６月１２日（金）までの５日間、校内就業体験を行いました。午前

は通常の作業学習を行い、午後は双葉金属株式会社に協力いただき、５日間で３万本のビスの袋詰

め作業にも取り組みました。また、各作業班で地域の企業の方から専門的な指導を受ける外部講師

による授業が行われました。受注班では荒木商会から「働くこと、リサイクル事業、企業が求める人

材について」、流通福祉班では高岡市社会福祉協議会ヘルパーステーションから「高齢者介護の技術

について」、環境班では、富山総合ビルセンター株式会社から「清掃業務の重要性と心構えについて」

の講義を受けました。 

基礎的な作業を繰り返し行うことで、集中力や持続力が必要だといくことがわかり、連続での作

業を体験することでできることが増え、達成感を味わうことができた５日間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１年 職場見学         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1週間体調に気を付けて作業を行うことができました。 

・報告するときに少し緊張しました。 

・ビスの袋詰めでは、最初は慎重にしていたけど毎日することで、早くできる

ようになった。 

・ミスなく正確に作業ができるようになりたいです。 

・集中して作業ができる時間を長くしたいです。 

生徒の感想や今後の課題 

環境班 流通福祉班 ビスの袋詰め 

７月９日(木)に、仕事についての理解を深める機会として職場見学に行きました。今年は「小

松製作所氷見第一工場」と「コストコ射水倉庫店」のＡコースと、「株式会社ミキマクドナルド

８号線高岡店」と「株式会社スズキ部品富山」のＢコースに分かれて見学しました。 

各企業での会社説明や見学の後、生徒たちから仕事の内容や採用ついて、製品への疑問など

の質問させていただきました。帰校後の事後学習では、「コミュニケーションをとることの大切

さが分かった」「働くためには健康であることが大切だから気を 

付けて生活したい」などの感想が挙がりました。各企業を見学し、 

各々の課題や今後の目標、進路について考える良い機会となりま 

した。 

今回の職場見学にご協力いただきました企業の皆様、ありがと 

うございました。 



○協力企業 ～ご協力いただきありがとうございました～ 
 

【射水市】                 【高岡市】                 

・医療法人社団楽山会 介護老人保健施設   ・三協興産株式会社 

みしま野苑一穂              ・社会福祉法人恩賜財団済生会 

・救急薬品工業株式会社 富山工場       富山県済生会高岡病院 

・株式会社良品計画             ・社会福祉法人早川福祉会          

無印良品 アルプラザ小杉          特別養護老人ホーム藤園苑 

・三幸株式会社 サンコー木津店 

【砺波市】                 ・Ａ型就労継続支援事業所            

・ベルナール 砺波              株式会社アフレックス 

・株式会社ユーキフーズ           ・ST物流サービス株式会社 佐加野倉庫 

・ニチイケアセンター石丸          ・株式会社 HARITA 

グループホームニチイのほほえみ 

【氷見市】 

【南砺市】                 ・株式会社トヤマ TKX 

・太平株式会社               ・ウエルシアオアシス株式会社 

・コマツ NTC株式会社             ウエルシア氷見窪店 

◇２学年 第１回就業体験（６月８日～６月１９日）を終えて 

２学年の就業体験は、体験を通して、自己の能力や適性を理解し、就労に向けて自己の課題に取

り組もうとする意識を高めることを目的として実施しています。体験先での事前打ち合わせで、仕

事内容や職場で守るべき事について指導していただき、それぞれ体験に向けての目標を設定しまし

た。 

体験後の評価では、全般的に「身だしなみ」「挨拶・返事」「言葉遣い」等に良い評価をいただき、

「作業意欲」「積極性」「集中力」の面で課題がありました。 

事後学習として、「就業体験報告会」を行い、一人一人が成果や今後

の課題をまとめ、１学年の生徒や職員、保護者の前で発表しました。 

１０月末から始まる第２回就業体験に向けて、相手に伝えるための

声量や態度・表情を意識して「挨拶・返事」をすること、内容を整理

して話すことなどコミュニケーション力の向上を目指して取り組み

たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリの除去 

 

シーツの仕分け 工場内の清掃 

・食堂清掃では職員の皆さんに喜んでいただき、やりがいを感じました。 

・部品の研磨の加減が難しく、時間もかかってしまい、自分には難しい仕事だと感じました。 

・２週間は長く感じましたが、体調管理ができ、休まずに行けて自信がもてました。 

・大きな声での接客の挨拶や、ミスを指摘されたときに素直に謝った態度を褒められました。 

・３度目の就業体験で初めて自分に合っていると思える職場に出会い、嬉しかったです。 

生 徒 の 感 想 



◇３学年 第１回就業体験（６月８日～６月２６日）を終えて 

３学年は３週間の就業体験を終え、「３週間休まずやり切りました。」と自信と達成感に溢れ

た表情で登校してきました。卒業後の進路決定に向けて、体験先のご理解とご指導、ご家庭の

励ましと支援に感謝申し上げます。 

生徒たちは、これまでの学校生活や就業体験を振り返り、今回の体験でクリアしたい目標を

具体的に立て、目標を達成するために努力しました。体験終了後にはそれぞれの事業所から、

満足できる評価をいくつもいただきました。来春の就労に向け、事業所の方も準備を整えてく

ださっていることに感謝の気持ちでいっぱいです。 

一方で、課題点も見えてきました。体験先からは、長時間継続して働くための「体力」や

「作業速度」が求められています。また、コミュニケーション面では、伝えたいことをまとめ

て話す力や、指示された時に重要な点をメモして確認する力など挨拶や報告・返事だけでな

く、実際に働く場面で必要なスキルの習得が必要であることが分かりました。 

第２回就業体験に向けて、改めて個々の課題を確認し、希望の実現に向けて努力したいと考

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３週間の体験は、長くて大変だったけどできる仕事が増えて嬉しかったです。 

・会社の仕事内容が、自分に合っていると思いました。ぜひ就職したいです。 

・自分に足りないことがいろいろ分かったので、頑張りたいです。 

・就職については、悩んでいることもありますが、相談して決めていきたいです。 

○協力企業  ～ご協力いただき、ありがとうございました～ 

 

【高岡市】                  【富山市】 

・イオンリテール株式会社イオン高岡江尻店   ・北陸電力ウィズスマイル株式会社 

・株式会社三和製作所 

・宮越工芸株式会社 本社工場         【氷見市】 

・アイムケア株式会社 シニアメゾン紬     ・株式会社 小松製作所 氷見工場 

 

【射水市】                  【砺波市】 

・こまつな菊ちゃんハウス           ・砺波市出町認定こども園 

・日本製麻株式会社 

【小矢部市】 

・社会福祉法人ＹＧ イエローガーデン石動 

生 徒 の 感 想 

部品の加工・製造 食品加工 オフィス業務 


